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はじめに

　医学教育におけるデッサンの必要
性や教育方法に対する議論はこれま
で例がない．一方，近年の医学の進
歩・発展により医療の細分化，専門
化が進み，医療内容が複雑化してき
ている．このような現状において，
医学教育にデッサンを導入すること
の意義について，岡山大学形成外科
の木股教授は次のように考えた．

1．「観察眼」と「表現力」の養成
2．知識と技術の融合
3．コミュニケーションツールの

獲得
4．慈悲の心を養う

　観察眼を養うことで，正確な解剖
を 3 次元的に把握し，実際の手術の
イメージ作りや詳細な手術記録など
の診療情報の記載（表現）が可能に
なる．医学書などで得られた知識を
理解し実践するにあたり，デッサン
を用いたイメージトレーニングをお
こなうことで，あらかじめ手技の確
認と工夫点の創造が可能となる．ま
た，デッサン力を養い図示による分
かりやすい説明がおこなえると，患

者の医療に対する心を柔軟にし，結
果として良好な医師患者関係が構築
できる．さらに，絵画に秘められた
病者や治療者の心情をくみ取ること
で，医療従事者としての資質を磨く．
　2016年12月にその意向を実現すべ
く講師として私が選任され，日本で
初となる医学生向けのカリキュラム
と教材を新たに作成した．デッサン
教室を通し，学生は何を学び，何を
感じたのか．これを把握し，医学教
育においてデッサンをより高いアー
トの領域へ昇華させることは意義深
いと考える．

対象と方法

　岡山大学医学部医学科 5 年生のク
リニカル・クラークシップにおける
形成外科実習期間中にデッサン教室
をおこなった．講義内容はデッサン
の基礎的な講義，演習，そして医学
に関連した歴史的絵画の鑑賞などを
盛り込んだ120分の授業（表 1，図
1 ～ 2 ）である．そして授業の最後
に，授業に対するアンケート調査（表
2 ）を実施した．

結　　果

　2017年 9 月13日から2018年 2 月14
日までの間，12グループ計63名がデ
ッサン教室を受講した．受講率，ア
ンケート回答率ともに100％であっ

た．各アンケートに対する回答を以
下に列挙する．
1．デッサン授業に対する満足度
　 5 段階評価で，平均4.87であった
（図 3 ）．
2．医学教育におけるデッサンの必
要性
　複数回答を可とし，デッサンの必
要性を感じた診療科の内訳は，外科
系80％，内科系13％，その他の診療科 
10％，すべての科17％であった（図 4 ）．
3．デッサンの基本手技が習得でき
たか否か
　光に対し影（陰）を付ける手法が
理解できた（同様の感想58.6％），対
象物に対する観察力と表現力が養わ
れた（同，25.9％），デッサンの基本
的手技が身についた（同，20.7％）
等の回答が得られた．
4．絵画鑑賞1，2）に対する意見，感想
（一部抜粋）
1 ）川原慶賀「瀉血手術図」（図 5 ）
に対する意見，感想
　「瀉血手術図をみて，今のように
麻酔とかなく，患者さんが自分のさ
れることをわかって治療を受けてお
り，今より感じている恐怖は大きそ
うだなと思った．」
　「当時どのように処置を行ってい
たかが文字で見るよりもはるかに理
解しやすいことがわかりました．患
者さんの表情や，医師がどのような
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体勢で行っているかなど，絵を見な
ければわからない事が多くありまし
た．」

　「患者は血が抜かれるのに対して
目を反らし，痛みをこらえているよ
うな表情をしているのを見て，自分

もその痛みを共感できた．」
2 ）ピカソ「科学と恩寵」（図 6 ）に
対する意見，感想
　「子供とシスターは患者さんを見
ているのに対して，医師は時計を見
ているのが対照的だった．」
　「患者の表情などを陰と光を用い
て表現することで，不安である状態
や悲壮感を表せていてとてもすごい
と思った．右手がだらんとなってい
るところも同様に症状が良くないこ
とを表す事ができているように思う．」

表 1 　授業概略

時間 授業項目 学習内容・到達目標 方法

60分

医師とデッサンの必要性 デッサンとは何か．医学教育において，デッサンを学ぶ意義について理解する． 講義

デッサンの道具について 基本的な道具の活用方法を学ぶ． 講義

基本描画法 点や線などタッチを学ぶ．また，明度のトーンやぼかしの表現方法を学ぶ． 演習

基本形体の形と構造 物の形を簡素化すると立体・球体・円錐・円柱の複合体であることを理解する． 講義

立方体の描画法
（光と陰影の表現方法） デッサンにおいて「陰」「影」の違い，光の投入方法と陰影の付け方を学ぶ． 演習

自然物のデッサン 実物のレモンをカットし，香りを感じながら外観と内観を観察しデッサンする． 演習

10分 医学と関連のある絵画を鑑賞 医学と関連のある絵画を鑑賞し，医学を志す者として感じ，思った事を表現する． 鑑賞

50分
人体（手）を表現方法 手の骨格と筋肉の仕組みを理解し，自分の手でメスを持ったイメージを基に，力強さ，

緊張感を表現する． 演習

人体（顔）の表現方法 感情表現のある顔を理解し，正確な描写と相手（患者）の特徴を表現する． 演習

まとめ 医師とデッサンについて発表を行う． 発表

表 2 　アンケート内容

内容 記載法

1 デッサン授業に対する満足度 5 段階評価

2 医学教育におけるデッサン講義の必要性 選択式

3 デッサンの基本手技が習得できたか否か 自由記載

4 絵画鑑賞に対する意見，感想 自由記載

5 全般的な感想 自由記載
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図 3 　デッサン授業に対する満足度
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図 4 　�医学教育におけるデッサンの必要性
外科系においては，描画力を養うデッサンの必要性が高
い認識がうかがえる．
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　「病床にいる女性に寄り添い，飲み
物を差し出す尼さんと，それを見つ
める子，そしてそばに腰掛けた女性
の手を取り脈をとる医師が描かれ，
科学の一つである医学が患者の心に
も働きかける事を示している．」
5．全般的な感想（一部抜粋）
　「他者に伝える技術としてのデッ
サンを習得する意義を実感できたこ
とは有意義だったと思います．」
　「どこかで学ぶべき授業だと思い
ます．外科だけでなく，内科でも必
要なことなので，デッサンの基礎を
学べて良かったです．」
　「初めてデッサンの授業を受け
て，このように被写体を見て（陰影

など）描くのか！という新しい発見
がいっぱいありました．とても楽し
い授業でした．今後に生かしていき
ます．」
　デッサン教室で描かれた医学生の
作品を図 7 に示す．

考　　察

　高度な医療技術の開発と，それを
基にした今日の医学の進歩はめざま
しく，従来は不治の病とされていた
ものが治る病になってきている．そ
の一方で，医療現場も含めた社会全
体が日々速さとの戦いで，この戦い
はますます加速していくであろう．
そういった社会の中で，時として，

図 1 　デッサンの準備において，講師の指導の下，鉛筆を
削る学生
多くの学生にとって刃物で鉛筆を削る作業は初めての体験
である．

図 2 　レモンのデッサンに取り組む学生

画像：長崎歴史文化博物館・
　　　川原慶賀作品データベース

図 5 　川原慶賀 「瀉血手術図」

画像：Picasso Museum Barcelona Official website

図 6 　ピカソ「科学と恩寵」

図 7 　デッサン教室で描かれた医学生の作品
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人間としての尊厳や他人を思う気持
ちなどが置き去りにされていること
はないだろうか．古来，医師は診察
において五感を総動員し，同時に患
者の些細な表情や訴えの変化を感じ
取ってきた．その意味では，対象を
上から下から観察し，香りを嗅ぎ，
よく視て描くデッサンも同じである．
　今回，日本初の試みとして医学生
にデッサン教室を開催したが，授業
に対する学生の満足度は五段階評価
で平均4.87と非常に高い結果が得ら
れた．このことは医学教育における
デッサンの必要性，重要性を学生が
理解した結果と考える．また，特に
外科系分野では，描画力を養うデッ
サンの必要性が高く認識されている
ことが明らかになった．しかし医師
としては描画力に加え，病める人の
悩みを感じ取り，癒しを与えること
のできる教養の豊かさとヒューマニ
ティが必要となる．そのためには，
専門的職業人の養成のみでなく，そ

の専門的知見を広い観点から深く理
解していくための，今回のような芸
術面での教養教育の重要性が示唆さ
れる．アメリカでは，これらの教養
を医学部大学院に入る前の 4 年間で
学ぶことは良く知られていることで
ある．
　ウイリアムオスラー博士は「医学
はサイエンスに支えられたアートで
ある」の名言を残しており，これに
ついて日野原重明先生は，病人の心
身の痛みや苦しみが，治療者の敏感
な感性により感知されて，問題をも
つ病人の心とからだへ提供される医
の技こそ，まさに医のアートの神髄
といえる，と記されている3）．本デ
ッサン教室では医学に関連した絵画
を鑑賞し，そこから病者の心の痛み
を感知したり，治療者の姿勢を客観
視したりすることを授業内容に取り
入れた．これにより本デッサン教室
が単なるデッサン手技の習得を越え
て，医師として必要な教養や患者の

心情を察する場になればと考える．

結　　論

　デッサンはコミュニケーションツ
ールとして必要とされるスキルであ
ると同時に，生命科学である「医療」
と，心に働きかける「アート」の架
け橋になると考える．今回の，医学
教育におけるデッサン教室の導入は
新しい試みであるが，今後本領域が
医学教育において広く浸透すること
が望まれる．
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